
 「おはよう」正門を通ると、そのまま 1年生は朝顔、2年生はミニトマトの鉢に直行し、せっせと水

やりをしています。その様子を少し離れたところからそっと見守るお兄さん、お姉さん達。毎朝見られ

る素敵な光景です。 

  

～朝会の様子から～ 

３問の○×クイズを出しながら、次のような話をしました。 

第 1問「小学生の交通事故の原因で一番多いのは飛び出しである」 

子ども達は座ったまま腕を使って大きく○や×のジェスチャーで答えます。 

（高学年になると手で小さめの○や×を作る子が増えてきますが、ちゃんと応えてくれていました。） 

「正解は･･･○です」「イエーイ」素直に喜びを表す子ども達。○×ゲームで盛り上がりながらも、話を

始めると真剣な表情で聞き、それぞれ答えてくれたり、手を挙げて発言してくれたりしました。 

「4月に横断歩道を渡るときは必ず止まって左右を確認すると話したことを覚えていますか。」 

「はあい」「ところが、学校から帰った後、すごい勢いで自転車に乗っている子が何人もいるみたいな

の。ちょっと想像してください。道路の角から急に飛び出してきた自転車を車はよけられますか。」 

「無理だと思う」「では、勢いのついた自転車が、90歳くらいのおばあさんにぶつかりそうになったら、お

ばあさんはよけられますか？幼稚園の子だったら？」「絶対できない」「おそろしいことになることが想像

できますね。自分が傷つくかもしれないし、相手を傷つけてしまうかもしれない。命に関わる大変なこ

とになります。善行は坂が多いので、知らないうちにスピードが出てしまうこともあります。十分に注意して

ください。学校の中でも同じです。休み時間に急いで外に行きたくても廊下は走りません。みんなで守

っていきましょう。」 

第２問は、「昨年話した『挨拶名人のコツ』からの問題です。2年生以上の人が答えてください。 

○あいさつの○あは、『○あかるく』である」 

「正解は×です。もちろん明るく挨拶ができることはすばらしいことですが･･･『名人のコツ』では、

何だったでしょう？」「○あいての目を見て」「よく覚えていましたね。では、あいさつの○い○さ○つは？

1年生に教えてあげましょう。」「○いつでも だれにでも」「○さきに」「○つたわるように」 

「すばらしい。覚えてくれていて嬉しいです。大きな声で挨拶をするのが苦手な人も、まず、相手の人

と目をあわせるところから始めていきましょう。」 

                                                                                                                                                                                                                                              

第３問「9月 10日、善行小学校は 60歳のお誕生日を迎える」 

「正解は○です。善行小学校は創立 60周年を迎えます。その記念に 11月頃航空写真を撮る予定です。

みんなで校庭に（一人一人が持った大きな色画用紙で）大きな絵を描いて、飛行機から写真を撮っても

らいます。そこで、その大きな絵のデザインを募集します。みなさんのアイデアを楽しみにしています

ね。」 

 

              あいさつをしよう きまりをまもろう 

          伝え合い、聞き合い、認め合おう 

                   思いやりの心で 行動しよう 
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天気の急変に注意 

６／3の台風による休校、５／14（雷雨）と６／12（大雨）の下校時

刻の変更･･･と今までにない対応が立て続けに起こりました。近年

増えている急激な気象変化に、驚いていらっしゃる方も多いので

はないかと思います。登校時は晴れていたので、雨具をもってい

ないという子達が多くいますので、教室に雨具を置いておくか、ラ

ンドセルに常に入れておくかの対応を是非お願いします。 

令和８年５月２９日から気象庁の防災気象情報も大きく変わりま

した。「①警報・注意報にレベルが付記される②警戒レベル４相当

の情報は、「危険警報」として発表される③河川氾濫の危険度の伝

え方が「洪水警報」から「レベル３氾濫警報」に変わる。④線状降水

帯の情報も強化される。」等です。今後、小学校の「緊急・災害時

の対応についてのお知らせ」についても、気象情報に合わせ、修

正する予定です。 

また、学校だより４月号でもお知らせしていますが、登校時に雷

が鳴り出した場合や家の周辺道路の状態等心配がある場合に

は、ご家庭の判断で安全を確認後、登校していただいても遅刻

にはいたしません。理由も含め、学校にご連絡ください。 

 

～学習の様子から～ 

１、２年生合同の学校探検では、2 年生が 1 年生に特別教室等

の説明をしながら案内しました。探検に行く数日前、校長室前

でブツブツつぶやく声がするので、そっとのぞいて見ると、2

年生が「校長室は、校長先生が･･･職員室は、先生方が･･･」と

1 年生への説明の練習をしていました。当日は、特別教室の前

にキーワードが貼られ、キーワードを見つけながら、どのグル

ープも楽しそうに学校を探検していました。 

3年生は、初挑戦づくしの毎日です。初めてのリコーダ

ー、初めての毛筆、初めての社会科、初めての理科。 

理科の学習では、100 粒の卵から蚕を育て、観察していま

す。卵の中でクルンクルンと回転し、スルッと真っ黒い１齢

幼虫が誕生する瞬間を見ることができた子もいたようです。

蚕は４回脱皮して５齢まで成長します。モリモリと桑の葉を

食べて、日ごとに大きくなってきました。あと 1 週間ほどた

つと繭を作り始めるのではないかと思います。 

天気の急変に備え、雨合羽や 

折りたたみ傘のご用意を！ 



4年生は、理科の授業で乾電池を使ってモーターを回し、乾電池と電流の関係を調べました。モータ

ーにつなげたプロペラが回ると大喜び。学んだことを生かして、より速く走る車づくりに熱中していま

した。社会では、北部環境事業センターの方々にご来校いただき「ごみ体験学習会」を実施しました。

パッカー車を実際に見せていただき、ゴミのリサイクルと再生資源についてのお話をうかがいました。 

5年生は、丸山谷戸援農クラブ様のご協力を得て、田植え体験をしました。最初は困惑ぎみだった児

童も徐々に慣れ、田んぼの感触を楽しんでいたようでした。一方で「少し植えただけですごく疲れた。

農家の人はすごいな。」という感想をもった子も多かったようです。実体験は、今後の社会の学習に

も、いきてくることと思います。貴重な時間となりました。 

6年生は、県立スポーツセンター競技場で開催された市内 6年生の体育大会 Aブロック（市内 36校を 3グ

ループに分けて実施）は、最高の天気に恵まれました。お互いをたたえ合いながら、全力でがんばる姿がすばら

しかったです。選挙教室では、選挙管理委員の方をお招きし、模擬投票を体験しながら選挙の仕組みを学びまし

た。6年後には選挙権を得られる年になりますので、しっかり考えて投票できる若者に成長してほしいと願ってい

ます。（選挙管理委員さんのお話では、20代の投票率は 20％弱とのことでした。） 

 
芸術鑑賞教室 

夢団さんの「オズの魔法使い～夢と魔法のスーパードリーム・ミュージカル～」を鑑賞しました。体育館から出

てくる児童は、皆、目をキラキラさせ、とても満足そうにしていました。「おもしろかった」「感動して涙が出ちゃっ

た」「クオリティーが高い」「楽しかった」等、少し興奮気味に感想を伝えてくれました。 

 

学校運営協議会について 

学校運営協議会が設置された学校をコミュニティスクール（コミスク）といいます。今年度は４名の委員変更が

あり、１４名の委員となりました。第一回協議会には教職員も参加し、学年の様子を伝え、お互いに自己紹介を

しました。顔の見える関係から、よりよい学校運営のために力を合わせていきたいと考えています。学校経営方

針にもご承認いただきましたので、改めてお知らせします。（HPにも掲載）引き続き、「心豊かに学び合い高め

合う児童の育成」を学校教育目標としていきます。児童一人一人が自分の考えをもち、その考えをお互いに伝

え合い、聞き合うことができるように、そして、相手の考えを認め、学び合い、高め合えるように、学びの場を整

えていきます。皆様のお力添えをどうぞよろしくお願いいたします。今後の会議日程や議事録は、学校 HPを

ご覧ください。 

 

学校運営協議会委員  （敬称略） 
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